
泉 北 製 造 所  操 業 5 0 周 年 記 念



●敷地面積：281,139m²
●LNG取扱量：114万トン/年(2020年度)
●当社都市ガス生産量の18％を製造
●近隣企業とコンビナートを形成
●泉北天然ガス発電所（277,500kW×2機）
●冷熱利用設備
   ・ブタン冷却
   ・近隣企業への冷熱供給
   ・空気液化分離：液化酸素、液化窒素、液化アルゴンの製造
　  （株式会社クリオ・エアー）
   ・液化炭酸・ドライアイス製造、低温粉砕、高純度メタン精製
　 ）社会式株ドッキリスガ阪大（ 

泉北製造所　第一工場

みなさまのおかげで、50年。　
みなさまと共に、50年。

泉北製造所は1971年10月に操業を
開始しました。
地域のみなさまや協力してくださる企業のみなさまに
支えられ、このたび無事に50周年を迎えることができました。
半世紀という年月の中で、泉北製造所は天然ガスを安定して
お届けするために絶え間なく進化し続け、世界有数のLNGターミナルへと
成長しました。
またガス製造だけにとどまらず、LNG冷熱事業や発電事業にも挑戦し、未来へはばたく
「マルチエネルギー製造所」を目指し発展を遂げてまいりました。

これからも時代の先を見つめて果敢に新しい技術に取り組み、お客さまにエネルギーを
安心・安全にお届けしてまいります。
泉北製造所は地域社会と環境に貢献し、これからもみなさまと共に歩み続けてまいります。

泉北製造所　第二工場
●敷地面積：747,481m²
●LNG取扱量：377万トン/年(2020年度)
●当社都市ガス生産量の51％を製造
●LNGローリー、LPGローリー出荷
●泉北天然ガス発電所（277,000kW×2機）
●冷熱利用設備
　・冷熱発電(1,450kW、6,000kW) 
　・BOG再液化
　・空気液化分離：液化酸素、液化窒素、液化アルゴンの製造
　  （株式会社コールド・エアー・プロダクツ）



1980  ［S55］1990［H2］2000［H12］2010［H22］2020［R2］ 1970［S45］

泉北製造所は、Daigasグループ全体のガス量

の約7割を送出しています。操業以来、決して絶

やすことなく都市ガスを作り続け、みなさまにお届

けしたガス量は累計約19百億m³になりました。

これは一般のご家庭で使用するガス量の約5億年

分に相当します。

1980年4月
1号液化炭酸設備運転開始

1993年5月　空気液化分離設備
（㈱クリオ・エアー）運転開始

1994年10月
高純度メタン製造設備運転開始

1997年8月 
ＢＯＧ再液化設備運用開始

2002年7月
1.8万kW発電設備運転開始

7百億kWh 15万トン

19百億m3
50年間で送出したガス量

泉北製造所では冷熱発電や空気液化分離、近隣

企業さまへの冷熱供給などを行い、冷熱の有効利

用を図ってきました。冷熱を最大限利用することで

省エネルギーに貢献し、そのCO₂削減効果は年間

で約15万トン分に相当します。15万トンのCO₂を

吸収するには3億m²の森林（甲子園球場7,700個

分）が必要です。

冷熱利用による年間CO₂削減効果
泉北天然ガス発電所は原発約1基分に相当する

総出力110.9万kWの発電所です。天然ガスを燃料

とすることや発電効率の高いシステムを採用するこ

とで、環境にやさしい電力を安定供給しております。

2009年に運転を開始してから現在までの送電量は

累計約7百億kWhとなりました。これは一般のご家

庭で使用する電力の約2千万年分に相当します。

泉北天然ガス発電所の送電量累計

大阪ガスは1972年にブルネイからLNGの輸入を

開始した後、調達先の多様化を進めてきました。

現在8カ国とLNGの輸入に関する長期契約を

締結しており、安定的なLNG調達に努めています。

1972年のガディニア号の入船に始まり、累計

受け入れ隻数は4千隻以上となりました。
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製造所の進化
都市ガス工場として生まれた泉北製造所。

都市ガスの安定供給と保安の確保を事業

の基盤としながら、LNGの冷熱を利用し

た冷熱発電、空気液化分離などの冷熱

事業を展開。天然ガス発電所の運転も

スタートさせ、CO₂削減に大きく寄与した

マルチエネルギー製造所へと発展を遂げ

てまいりました。

環境貢献
ＣＯ₂の排出削減や廃棄物の削減と再資源化など、

環境配慮型の製造活動を行っています。また、郷土

の森や里山の再現にも取り組み、多種多様な木

を植えた緑地「泉北の杜」づくりを進めています。

その他にも、地域の小学生とチガヤ植栽をするこ

とで、森林や樹木などとのふれあいを通じた生物

多様性の理解・啓発に努めております。

地域とのつながり
泉北製造所は地域社会の一員として様々な活動をしてまいりま

した。第二工場内に日本初の「ガスの総合科学館」として誕生

したガス科学館は、これまでに200万人以上の方にご来館いた

だき、地域のみなさまにエネルギーと環境について理解を深めて

いただきました。また、堺泉北港ドラゴンボート大会などの地域

イベントや地域清掃活動への参加を通して、地域活性化・地域

共生に取り組んでおります。

泉
北
製
造
所

50
年
の
軌
跡

2021年現在の第二工場 2021年現在の第一工場

設備の進化
第一工場に当社として初めて建設した金属二重殻式LNGタンクの容量は

4万5千㎘。都市ガスの需要増加を受けて、容量アップを図りながら同タイプ

のタンクを順次増設。その後、大容量化を図りつつ、より安全性と信頼性に

優れた新しい構造のタンクとして、防液堤とタンク外槽が一体化したPC

（Prestressed Concrete）LNGタンクを開発し、1994年に日本で初めて、

14万㎘のPCLNGタンクを運用開始しました。さらに2015年には、最新の

設計・施工技術を導入・開発することにより、当時で世界最大容量となる

23万㎘のPCLNGタンクの建設を実現しました。

操業の進化
1971年の操業開始当初は、石油製品であるナフサとLPGを原料とした都市ガス

製造から始まりましたが、翌年にはLNGを初めて受け入れ、LNG基地として本格

稼働しました。その後、都市ガスの需要増加に合わせて1977年に第二工場の

稼働を開始し、1990年の第二工場南地区増設、1994年のLNG受入桟橋増設

によってLNG取扱量を拡大。2006年には、第一工場と第二工場との間に海底

トンネルを設置し、LNG配管（海底連絡管）で接続することで、両工場のLNGの

一元管理を実現。2020年、管理センター（CCR）の機能集約を行うことで、製造

所全体での効率的かつ安定的な一体化オペレーションが可能になりました。 2021年現在の管理センター（CCR）

第一工場5号PCLNGタンク

1994年10月
第二工場第二桟橋　運用開始

1983年1月　空気液化分離設備
（㈱コールド・エアー・プロダクツ）運転開始

2006年10月
海底連絡管　運用開始

泉北工場（第一工場）建設中の全景第二工場建設中の全景

1971年  完成当時のガス発生炉

1971年5月 
開設当時の管理センター（CCR）1982年10月 

ガス科学館を開館

1977年12月
TRI-EX式LNG気化器完成

1979年12月　冷熱発電付
LNG気化器1号機運転開始

1994年2月
16号PCLNGタンク運用開始　

2021年4月・5月　第二工場LPG/LNGローリー出荷開始
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2021年7月
カーボンニュートラルLNGを積載したLNG船の第一船入港
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2021年9月末時点

1972年12月
泉北工場にLNG第一船「ガディニア号」が入港

1977年８月
第二工場にLNG第一船「アクエリアス号」が入港

2009年4月　泉北天然ガス発電所運転開始



第一工場　〒592-8351　堺市西区築港浜寺町４番地
TEL　072-268-0121（代）　FAX　072-268-0482

第二工場　〒592-0001　高石市高砂３丁目１番地
TEL　072-268-0181（代）　FAX　072-268-0075

大阪ガス株式会社
Daigasガスアンドパワーソリューション株式会社
泉北製造所




